
対数平均温度差と算術平均温度差 

1.対数平均温度差と算術平均温度差のずれ 

温度差をそれぞれΔ𝑇1、Δ𝑇2とする。 

Δ𝑇1 = 𝛼Δ𝑇2(𝛼 > 1)とすると対数平均温度差Δ𝑇𝑙𝑚、算術平均温度差Δ𝑇𝑎𝑣は

それぞれ 
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ここで、 
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とすると 
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よって𝛼 > 1において、𝑓′(𝛼) < 0(補足 1)･･･① 

次に𝑓(𝛼)の極限を求める。まず𝛼 → 1の極限は 
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ここで、𝛼 − 1 = 𝛽とおくと 

 


